
栃木県における外国人住民数の割合
（平成27年末）

国
人数

H27.12月末 H26.12月末 H27～H26

構成比 人数 増減数

6,576 人中　国 19.6 % 6,798 人 ▲ 222 人

4,122 人フィリピン 12.3 % 3,825 人 297 人

4,033 人ブラジル 12.0 % 4,163 人 ▲ 130 人

3,109 人ペルー 9.3 % 3,178 人 ▲ 69 人

2,690人ベトナム 8.0 % 1,773 人 917 人

（栃木県「平成27年末栃木県外国人住民数現況調査結果概要」より）

（栃木県「栃木県観光客入込数・宿泊数 推定調査結果」（平成23年）より作成）

（日本政府観光局（JNTO）「訪日外客訪問地調査」（平成22年）より作成）

（栃木県「平成27年末栃木県外国人住民数現況調査結果概要」より）

地域名
人数

H27.12月末 H26.12月末 H27～H26

構成比 人数 増減数

24,484 人アジア 73.0 % 22,067 人 2,417 人

7,730 人南米 23.0 % 7,937 人 ▲ 207 人

618 人北米 1.8 % 625 人 ▲ 7 人

323 人ヨーロッパ 1.0 % 302 人 21 人

392人その他 1.2 % 337 人 55 人
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栃木県に占める宇都宮市のシェア

宇都宮市 日光・鬼怒川

外国人宿泊者数および栃木県に占める宇都宮市のシェア
（「平成25年 宇都宮市観光振興プラン」より）

図１

訪日目的別の訪日外国人客の割合
（「平成25年 宇都宮市観光振興プラン 資料編」より）

図2

図3 地域別の構成（平成27年末）図4
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観
光
産
業
が
地
域
活
性
化
の
大
き
な
カ
ギ
で
あ
る
こ
と
は
、
本
誌
で
も
何
度
か
特
集

な
ど
で
扱
っ
て
き
ま
し
た
。
観
光
は
地
域
活
性
化
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
、
外
国
人
観
光
客
誘
致
の
傾
向
と
、
多
文
化
対
応

の
重
要
性
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
学
生
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
県
の
事
業
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
へ
の
対
応
が
、

地
域
発
展
の
キ
ー
ワ
ー
ド

こ
れ
か
ら
増
え
る

観
光
客
へ
の
ア
ピ
ー
ル

　

こ
の
４
月
か
ら
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
３
年
間
、
栃
木
県
は
観
光
面

で
全
国
の
注
目
を
集
め
る
、
い
わ
ば

ホ
ッ
ト
な
県
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
平
成
34
（
２
０
２
２
）
年
に

は
、栃
木
県
で
国
民
体
育
大
会
（
国

体
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
か

ら
多
く
の
人
が
栃
木
県
に
集
ま
っ
て

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
約
５
年
間
、
栃
木
県

は
多
く
の
来
県
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
32
（
２
０
２
０
）
年
に
東
京
都

な
ど
で
開
催
さ
れ
る
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
交
通
の
便
も
良
く
開
催
地
に
近

い
栃
木
県
が
、
各
国
選
手
団
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
な

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
た
め
に
来
日
し
た
人
た
ち
が
、
世
界
的

な
名
所
で
あ
る
日
光
や
、
芸
術
家
を
輩
出
し
て
い

る
益
子
な
ど
、
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
へ
観
光

で
訪
れ
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
栃
木
県

内
の
各
地
域
に
と
っ
て
、
観
光
面
で
の
チ
ャ
ン
ス
が

続
き
ま
す
。
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の

機
会
と
言
って
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

来
県
し
た
人
た
ち
に
き
ち
ん
と
魅
力
を
伝
え
、

再
び
来
て
も
ら
え
る
よ
う
な
好
印
象
を
与
え
る

た
め
に
は
、
受
け
入
れ
る
地
域
の
〈
お
も
て
な
し

力
〉
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
海
外
か
ら

来
ら
れ
た
方
々
への
対
応
は
重
要
で
す
。

　

観
光
を
大
き
な
産
業
と
す
る
こ
と
は
、
政
府

の
方
針
で
も
あ
り
ま
す
。
観
光
に
力
を
注
ぐ
こ

と
で
、
経
済
効
果
だ
け
で
な
く
、
そ
の
過
程
で
の

地
域
の
魅
力
再
発
見
や
地
域
内
外
で
の
交
流
、

さ
ら
に
は
新
産
業
を
発
見
す
る
糸
口
と
な
る
こ

と
も
、
期
待
で
き
る
か
ら
で
す
。

外
国
人
観
光
客・

在
住
者
の
傾
向
は「
ア
ジ
ア
」

　
い
ま
大
き
く
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
、
す
な
わ
ち
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
で

す
。
地
域
経
済
活
性
化
の
要
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
増
加
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
現
状
に
つ
い
て
少
し
数
字
を
追
っ
て
見
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
の
観
光
振
興
プ
ラ
ン
（
平
成
25
年
策

定
）
に
よ
れ
ば
、
平
成
23
年
の
市
内
外
国
人
宿

泊
者
数
は
１
５
、１
９
２
人
。
こ
れ
は
日
光
市
に
次

い
で
高
い
数
字
で
す
。
ま
た
、
欧
米
系
（
北
米
、

ヨ
ー
ロッ
パ
）
の
来
訪
者
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
が
、

中
国
や
台
湾
な
ど
ア
ジ
ア
系
の
訪
日
客
も
決
し
て

少
な
い
数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
図
１
）。

　

そ
の
目
的
は
、
県
内
全
体
で
は
観
光
が
飛
び

抜
け
て
い
ま
す
が
、
宇
都
宮
市
の
場
合
に
は
商
用

が
半
分
以
上
の
割
合
と
な
って
い
ま
す
（
図
２
）。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
観
光
振
興
プ
ラ

ン
で
は
「
訪
日
外
国
人
客
の
取
り
込
み
」
を
課

題
の
ひ
と
つ
に
取
り
上
げ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

振
興
や
ア
ジ
ア
系
観
光
客
の
誘
客
な
ど
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

次
に
、
栃
木
県
が
平
成
27
年
末
の
統
計
を
も

と
に
発
表
し
て
い
る
「
栃
木
県
外
国
人
住
民
数

現
況
調
査
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

国
籍
別
で
は
、
最
も
多
い
の
は
中
国
人
で
約

20
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
で

約
12
％
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
も
ほ
ぼ
同
じ
12
％
と
な
って

い
ま
す
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
人
も
８
％
に
達
し
て
お

り
、ア
ジ
ア
系
の
多
さ
が
目
に
つ
き
ま
す
（
図
３
）。

地
域
別
の
構
成
を
見
て
も
、
ア
ジ
ア
地
域
か
ら

来
た
外
国
人
住
民
が
約
７
割
強
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
４
）。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
栃
木
県
全
体
で
も
宇
都

宮
市
で
も
、
観
光
客
は
欧
米
系
が
ま
だ
多
い
も

の
の
、
住
ん
で
い
る
の
は
ア
ジ
ア
系
が
圧
倒
的
に
多

い
こ
と
が
分
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
別
の
外
国
人
住
民
数
を
見
る
と
、

宇
都
宮
市
が
約
８
、０
０
０
人
、
構
成
比
で
約

24
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ざ
っ
と
追
い
か
け
て
見
た
だ
け
で
、
観
光
客
だ

け
で
な
く
在
住
者
も
増
え
つつ
あ
る
こ
と
が
分
か

る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
「
外
国
人
」
と
言

う
時
、
つ
い
つ
い
欧
米
人
を
考
え
が
ち
で
す
。
観

光
客
だ
け
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
傾
向
は
確
か
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
在
住
し
て
い
る
外
国
人
は

多
く
が
ア
ジ
ア
系
で
あ
る
こ
と
も
重
視
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
在
住
外
国
人
が
快
適
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
え
ば
、
観
光
客
に
と
って

も
お
お
む
ね
快
適
な
街
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
す
。
ま
た
在
住
者
が
親
族
や
友
人

た
ち
を
観
光
に
招
い
た
り
、
本
人
た
ち
も
帰
国

後
に
再
び
（
今
度
は
観
光
客
と
し
て
）
訪
れ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
「
平
成
27
年 

宇
都
宮
市
観
光
動
態
調

査 

報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
宇
都
宮
市
の

◎
観
光
客
入
込
客
数
は
約
１
、４
７
０
万
人
で
、

　

対
前
年
比
３・７
％
増
加

◎
宿
泊
者
数
は
約
１
５
２・
６
万
人
で
、

　
対
前
年
比
約
０・２
％
増
加

◎
外
国
人
宿
泊
者
数
は
７・
８
万
人
で
、

　

対
前
年
比
約
25・
１
％
増
加

で
す
。
こ
こ
か
ら
、
観
光
に
お
け
る
外
国
人
の
増

加
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
分
り
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
対
応
は

全
国
的
傾
向

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
傾
向
は
栃
木
県
や
宇

宇都宮大学のハラール研究会の活動（日本料理店でのハラールすき焼きの試食、葛生中学校長への表敬訪問）

宇
都
宮
市
で
も

外
国
人
観
光
客
が
増
加

多
文
化
対
応
と
地
域
活
性
化

特集
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（富沢寿勇「食をめぐる異なる価値との共生」、長崎大学『多文化社会研究』Vo l. 2　２０１６より）

[Kittler,Sucher,Nelms(ends) Food and Culture 2004]
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宇都宮大学名誉教授・
ハラール研究会 会長

 友松  篤信さん

都
宮
市
だ
け
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
商
工
会
議
所
が
全
国
５
１
５
商
工
会
議

所
を
対
象
に
、
平
成
28
年
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
「
商
工
会
議
所
に
お
け
る
観
光
振
興
の
取

り
組
み
に
関
す
る
調
査
結
果
」
に
よ
れ
ば
、
観

光
客
入
込
数
に
つい
て
前
年
比
で
「
増
え
て
い
る
」

が
１
１
５
カ
所
（
22
・３
％
）、「
や
や
増
え
て
い
る
」

が
１
７
２
カ
所
（
33
・
４
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

合
計
で
２
８
７
カ
所
、
55
・
７
％
の
商
工
会
議
所

が
「
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
」
と
回
答
し
て

お
り
、
こ
れ
は
前
年
比
６・５
ポ
イ
ン
ト
増
で
す
。

　

そ
の
う
ち
外
国
人
観
光
客
に
つ
い
て
は
「
増
え
て

い
る
」
が
１
２
５
カ
所
（
24
・
２
％
）、「
や
や
増
え

て
い
る
」
が
１
６
１
カ
所
（
31
・
３
％
）。
合
計
で

２
８
６
カ
所
（
55
・
５
％
）
で
増
加
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
北
海
道
、
北
陸
信
越
、
関
東
の
３

ブ
ロッ
ク
で
は
６
割
以
上
の
増
加
と
な
って
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
観
光
客
対
応
は
全
国

的
に
地
域
の
課
題
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。

　

外
国
人
観
光
客
の
増
加
対
策
を
行
っ
て
い
る
商

工
会
議
所
の
割
合
は
、
全
体
の
約
35
％
。
ま
だ

３
割
強
で
す
が
、
そ
の
数
字
は
２
年
連
続
で
増
加

し
て
お
り
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
よ
う
で
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
に
つい
て
は
、

◎
接
客
対
応
に
関
す
る
講
座
の
開
催（
79
カ
所
）

◎
地
元
他
団
体
と
の
連
携
強
化（
68
カ
所
）

◎
多
言
語
表
記
対
応（
61
カ
所
）

な
ど
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
全
国
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
取
り

組
み
は
進
ん
で
い
ま
す
。
前
年
度
、
今
年
度
と
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
か
ら
、
や
が
て
多
く
の
商
工
会

議
所
で
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
間
違
い
あ
り

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の「
ハ
ラ
ー
ル
」

　
「
自
治
体
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

の
は
『
多
言
語
対
応
』。
私
は
、
そ
こ

か
ら
『
多
文
化
対
応
』
へ
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
宇
都
宮
大
学
名

誉
教
授
で
あ
り
ハ
ラ
ー
ル
研
究
会
会
長

で
も
あ
る
、
友
松
篤
信
さ
ん
。

　

宇
都
宮
大
学
に
は
、
ハ
ラ
ー
ル
研
究

会
の
学
生
会
員
が
運
営
す
る
サ
ー
ク
ル

団
体
「
宇
都
宮
大
学 

ハ
ラ
ー
ル
研
究

会 

学
生
の
会
」
が
あ
り
、
会
員
は
約

30
人
。「
常
時
集
ま
る
の
は
、
そ
の
半

分
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
」
と
友
松
名
誉

教
授
は
話
し
ま
す
。

　
「
ハ
ラ
ー
ル
」（H

alal

）
は
ア
ラ
ビ
ア

語
で
「
許
さ
れ
た
」「
合
法
的
な
」
と

い
う
意
味
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で
許

さ
れ
る
も
の
や
行
為
な
ど
を
さ
し
ま
す
。

日
本
で
も
最
近
で
は
し
ば
し
ば
耳
に
す

る
こ
と
ば
で
す
が
、
食
品
関
係
だ
け
を

念
頭
に
話
し
て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
よ

う
で
す
。
実
際
に
は
日
用
品
や
化
粧
品
、
医
薬
品

に
も
ハ
ラ
ー
ル
に
抵
触
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
し
、

生
活
や
信
仰
に
関
す
る
ハ
ラ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

　

前
項
の
末
尾
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
宗
教
に
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
食
べ
物
が
あ
り

ま
す
。
生
活
全
般
を
考
え
れ
ば
、
も
っ
と
多
い
で

し
ょ
う
。
そ
う
いっ
た
文
化
面
・
宗
教
面
か
ら
来

る
制
限
を
理
解
し
、
対
応
す
る
こ
と
を
「
多
文

化
対
応
」
と
呼
び
ま
す
。

　

イ
ス
ラ
ム
教
の
場
合
、
日
本
の
文
化
習
慣
と
大

き
く
異
な
る
制
限
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

多
文
化
対
応
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
友
松

名
誉
教
授
に
ハ
ラ
ー
ル
や
多
文
化
対
応
に
つ
い
て
、

話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
世
界
中
に
い
ま
す
が
、
日

本
で
は
ご
く
少
な
く
、
そ
の
た
め
に
ハ
ラ
ー
ル
対

応
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
特

に
東
日
本
は
ま
だ
ま
だ
対
応
途
上
で
す
」

　

イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
い
う
と
、
近
年
は
イ
ス
ラ
ム

原
理
主
義
の
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
な
ど
が
盛
ん
に

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
友
松
名
誉
教
授

は
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
は
異
な
っ
た
法
判
断
が
あ
り

ま
す
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
ほ
と
ん
ど
は
穏
健
派

で
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　
「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
い
う
と
中
東
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

ま
せ
ん
。

　

逆
に
、
取
り
組
ん
で
い
な
い
商
工
会
議
所
の
理

由
に
つい
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
上
位
に
上
が
っ

て
い
ま
す
。

◎
訪
日
観
光
客
が
少
な
い（
１
１
３
カ
所
）

◎
ハ
ー
ド
面
で
の
受
入
体
制
の
不
備（
１
１
０
カ
所
）

◎
ソ
フ
ト
面
で
の
受
入
体
制
の
不
備（
１
０
５
カ
所
）

　
「
ハ
ー
ド
面
で
の
不
備
」
は
、
具
体
的
に
は
イ

ン
フ
ラ
や
看
板
表
示
、Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
な
ど
で
す
。「
ソ

フ
ト
面
」
は
地
域
住
民
の
理
解
や
人
材
育
成
等

を
さ
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
受
入
体
制
の
不
備
に
つ
い

て
は
、
受
入
れ
取
り
組
み
内
容
で
も
上
位
に
上
が
っ

て
い
る
も
の
が
多
く
、
今
後
は
解
消
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
と
考
え
て
良
い
で
し
ょ
う
。

　

地
域
に
よ
っ
て
ま
だ
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
へ
の
対
応
は
、
商
工
会
議
所

に
と
っ
て
も
重
要
な
事
業
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
宇

都
宮
商
工
会
議
所
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
分
野

で
す
。
大
企
業
は
と
も
か
く
、
中
小
企
業
に
と
っ

て
は
個
別
の
企
業
で
対
応
で
き
る
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
、
そ
の
支
援
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
、こ
れ
か
ら
も
行
って
行
く
予
定
で
す
。

避
け
て
通
れ
な
い「
多
文
化
対
応
」

　

さ
て
、
外
国
人
の
観
光
客
や
在
住
者
を
受
け

入
れ
る
際
に
、
最
も
大
き
な
問
題
は
言
葉
＝
多

言
語
対
応
で
し
ょ
う
。
近
年
、
観
光
地
で
の
多

言
語
対
応
（
複
数
言
語
に
よ
る
表
示
な
ど
）
は

進
ん
で
い
ま
す
が
、
宇
都
宮
市
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ

ス
都
市
で
は
逆
に
ま
だ
不
足
が
ち
で
あ
る
よ
う
で

す
。
今
後
の
対
応
が
急
務
と
な
って
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
受
入
体
制
が
必
要
な
こ
と
は
、
言

語
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

図
5
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
食
と
主
な
宗

教
と
の
対
応
表
で
す
。「
セ
ブ
ン
ス
デ
イ
・
ア
ド
ヴ

ェン
テ
ィ
ス
ト
」「
モ
ル
モ
ン
教
」
は
キ
リ
ス
ト
教
系

の
一
派
で
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
宗
教
的
な
理

由
か
ら
豚
肉
や
甲
殻
類
が
制
限
さ
れ
て
い
る
宗
教

が
多
い
こ
と
に
、
驚
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

宗
教
戒
律
で
食
事
が
制
限
さ
れ
る
（
ま
っ
た

く
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
、
一
部
許
容
さ
れ
る
も
の

も
含
め
て
）
こ
と
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
出
会

う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
は
世
界
的
に
珍
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
世

界
で
も
信
者
の
多
い
宗
教
の
ひ
と
つ
で
す
。
世
界

人
口
の
４
分
の
１
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
日
本
に
は
ま
だ
イ
ス
ラ

ム
教
徒
は
数
少
な
く
、
日
常
的
に
出
会
う
こ
と

も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

宗
教
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
菜
食
主
義
（
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
）
も
世
界
に
多
く
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
取
り
組
む
際
に
は
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
対
応

も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が

あ
り
ま
す
。
本
格
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
増

加
さ
せ
る
に
は
、
多
文
化
対
応
は
避
け
て
通
れ
な

い
と
言
って
い
い
で
し
ょ
う
。

　

多
文
化
対
応
の
代
名
詞
と
も
な
り
つ
つ
あ
る
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
へ
の
ハ
ラ
ー
ル
対
応
。
そ
こ

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
へ
つ
な
が
る
ポ
イ
ン
ト
が
見
え
て
き
ま
す
。

多
文
化
対
応
が

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

「
宇
都
宮
大
学 

ハ
ラ
ー
ル
研
究
会
」

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
な
ど
、
ア
ジ
ア
圏
の
方
が

信
者
が
多
い
の
で
す
。
こ
ち
ら
の
地
域
で
は
穏
健

で
現
実
的
な
法
判
断
を
支
持
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
す
」

　

ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
は
、
年
々
増
加
し
て
お

り
、
宇
都
宮
市
で
も
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
本
格
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
取
り
組

む
の
で
あ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
圏—
特
に
イ
ス
ラ
ム

圏
の
観
光
客
誘
致
を
本
格
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と

が
、
不
可
欠
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
は
厳
格
な
戒
律
が
あ

り
、
生
活
習
慣
や
食
の
面
で
ハ
ラ
ー
ル
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
豚
肉
が
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
他
の
肉
で

も
、
異
教
徒
が
さ
ば
い
た
も
の
は
ダ
メ
な
の
で
す
。

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
御
法
度
な
の
で
、
料
理
酒
や

み
り
ん
な
ど
の
使
用
も
不
可
。
調
味
料
も
原
料
を

き
ち
ん
と
調
べ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
い
ろ
い
ろ
と
制
限
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
友
松

名
誉
教
授
は
プ
ラ
ス
面
を
強
調
し
ま
す
。

　
「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ
て
過
ご
し
や
す
い
環
境

を
整
え
れ
ば
、
多
く
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
期
待
で

き
ま
す
。
そ
れ
は
東
京
な
ど
の
大
都
市
だ
け
で

は
な
く
、
宇
都
宮
市
な
ど
地
方
都
市
で
も
同
じ

で
、
む
し
ろ
効
果
は
よ
り
大
き
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

ハ
ラ
ー
ル
対
応
、

第
一
歩
は
難
し
く
な
い

　
ハ
ラ
ー
ル
対
応
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
ハ
ラ
ー

ル
食
品
と
礼
拝
の
二
つ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
他
に
も

あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
取
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
食
品
と
礼
拝
で
し
ょ
う
。

「宇都宮大学 ハラール研究会 学生の会」の会議
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地
域
課
題
解
決
に

学
生
た
ち
の
力
を
活
用

　

栃
木
県
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
性
化
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
「
大
学
・

地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
」
が
あ
り

ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

事
業
は
、
そ
の
名
称
の
と
お
り
学
生
が
新
し
い

発
想
や
活
力
を
生
か
し
て
、
地
域
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
大
学
等
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。前
項
で
ご
紹
介
し
た「
多

文
化
対
応
型
宇
都
宮
市
観
光
案
内
シ
ス
テ
ム
の

開
発
」
も
、
こ
の
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
（
平
成
28
年
度
）。

　

こ
の
支
援
事
業
の
目
的
に
つ
い
て
、
栃
木
県

が
大
学
な
ど
教
育
機
関
に
送
っ
た
学
生
向
け
の

募
集
案
内
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。

　
「
栃
木
県
は
、
県
内
の
大
学
等
（
筆
者
注　

大
学
、
短
大
、
高
専
な
ど
の
県
内
高
等
教
育

機
関
）
で
学
ぶ
学
生
の
皆
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
、

若
者
の
新
し
い
発
想
や
活
力
を
生
か
し
て
、
地

域
が
抱
え
て
い
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り

組
む
プ
ロ
ジェク
ト
を
支
援
し
ま
す
」

　

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
の
た
め
に
、
若

い
学
生
た
ち
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
て
も
ら

い
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
狙
い

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
「
問
題
点
を
発

見
し
、
そ
の
解
決
を
め
ざ
す
」
と
い
う
考
え
方

を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
、
県
で
は
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
課
題
の
発
見
と
そ
の
解
決
の
た
め

に
は
、
地
域
と
の
関
わ
り
が
不
可
欠
で
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
中
で
、
地
域
と
の
交
流
を
深

め
て
、
互
い
に
理
解
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
て
地

域
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
、
県
で
は
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
実
は
も
う
ひ
と
つ
テ
ー
マ
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、活
動
を
通
じ
て
学
生
た
ち
に
地
域

（
栃
木
県
や
各
自
治
体
）
へ
の
理
解
を
深
め
愛
着

を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、

卒
業
後
も
栃
木
県
に
定
住
し
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。

　
つ
ま
り
、

◎
学
生
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

◎
地
域
と
学
生
と
の
交
流

◎
地
域
課
題
の
発
見
と
解
決

◎
学
生
の
地
域
定
住

な
ど
が
、
こ
の
支
援
プ
ロ
ジェク
ト
で
期
待
さ
れ
る

効
果
と
い
う
こ
と
で
す
。

学
生
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

定
住
促
進
も
期
待

　

こ
れ
ら
の
効
果
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
短
期

間
で
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
県
で
は
、

募
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
基
本
的
に
は
単
年
度
と
し

つつ
、
複
数
年
度
に
ま
た
が
る
も
の
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
（
た
だ
し
、
申
請
・
採
択
は
単
年
度
ご

と
に
な
り
ま
す
）。

　

事
業
初
年
度
の
平
成
27
年
度
に
は
18
事
業
が

採
択
さ
れ
、
続
く
28
年
度
に
も
18
事
業
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
を
所
管
す
る
県
総
合
政
策
部
総
合
政
策

課
で
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結
果
も
も
ち
ろ
ん
重

要
で
す
が
、
学
生
が
自
ら
課
題
を
見
つ
け
て
解

決
す
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
に
、
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
狙
い
を
話
し
て
い
ま
す

　

同
時
に
県
で
は
、
年
2
回
報
告
会
を
開
催
し
、

地
域
で
の
実
践
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
専
門
家
を

講
師
に
招
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
他
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

学
生
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
視
野
を
広
め

て
も
ら
う
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
学
生
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る

同
事
業
で
す
が
、
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
も
大
い

に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
が
求
め
る
の
は
、
学
生
の
若
さ
の
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
や
、
素
人
・
よ
そ
者
な
ら
で
は
の
斬
新
な

視
線
で
す
。
他
地
域
か
ら
栃
木
県
に
来
て
い
る

学
生
も
多
く
い
ま
す
。
地
域
に
な
じ
み
の
薄
い

学
生
も
お
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

学
生
は
消
費
者
で
も
あ
り
ま
す
。
消
費
者
目
線

で
地
域
を
見
て
も
ら
う
こ
と
が
、
地
域
課
題
の

発
見
と
解
決
へ
の
取
り
組
み
に
大
き
な
力
を
発

揮
す
る
可
能
性
が
、
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
た
だ
し
、
学
生
に
は
プ
ロ
ジ
ェク
ト
運
営
の
資

金
や
、
他
団
体
や
企
業
へ
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
部
分
で
も
地
域
の
力
を

お
借
り
で
き
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が
高

ま
る
と
思
い
ま
す
。」（
同
）

　

28
年
度
に
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
み
る

と
、
テ
ー
マ
も
取
り
組
み
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
婚
活
、
里
山
保
全

と
活
用
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
農
業
観
光
、
地

域
の
歴
史
再
発
見
な
ど
、
ど
れ
も
地
域
に
根
ざ

し
た
興
味
深
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
「
私
ど
も
と
し
て
は
、
学
生
た
ち
が
地
域
の
中

に
入
っ
て
、
真
剣
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で

い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
と
て
も
う

れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
と

の
連
携
が
密
接
な
プ
ロ
ジェク
ト
ほ
ど
、
成
功
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
学
生
が
地
域
と
連
携
し
、
地

域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、
大

き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
う
れ

し
い
で
す
ね
」（
同
）

　

各
プ
ロ
ジェク
ト
で
は
、
地
域
へ
の
報
告
会
を
開

催
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
地
域

へ
の
お
礼
も
兼
ね
て
い
る
と
の
こ
と
。
学
生
と
地

域
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
動
き
が
、
さ
ら

に
大
き
く
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
事
業
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.pref.tochigi.lg.jp/a 01/

daigaku/daigaku-chiiki-renkei.htm
l

　

食
に
つ
い
て
は
、
ハ
ラ
ー
ル
認
証
を
受
け
た
食

品
で
あ
れ
ば
、
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

在
住
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
販
や
、
仲
間
同

士
の
情
報
交
換
な
ど
に
よ
り
入
手
が
可
能
で
す

が
、
観
光
で
訪
れ
た
人
た
ち
に
ど
う
対
応
す
る

か
が
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
に
は
ハ
ラ
ー
ル
食
品
を
販
売
す
る
店
を

増
や
す
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒

の
食
事
は
ハ
ラ
ー
ル
が
障
害
に
な
り
、
日
本
で
は

食
べ
る
も
の
が
な
い
の
で
は
、
と
誤
解
さ
れ
が
ち

で
す
が
、

　
「
魚
は
食
べ
ら
れ
ま
す
し
、
野
菜
も
大
丈
夫
で

す
。
み
り
ん
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
分
を
含
む
調
味
料

の
使
用
を
避
け
て
、
通
常
の
和
食
は
ハ
ラ
ー
ル
対

応
と
言
って
い
い
と
思
い
ま
す
」

　

み
り
ん
も
、
ハ
ラ
ー
ル
対
応
の
も
の
が
す
で
に

販
売
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
使
用

し
て
作
れ
ば
、
ひ
と
手
間
増
え
る
だ
け
で
イ
ス
ラ

ム
教
徒
が
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
料
理

の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
料

理
に
使
う
油
は
植
物
油
を
使
用
し
ま
す
。

　
「
礼
拝
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
は
早
朝
と
夜
以
外

に
日
中
3
回
礼
拝
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
た
め
の
場

所
を
設
け
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
と
いっ

て
も
大
げ
さ
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ

な
部
屋
を
一
時
的
に
提
供
し
た
り
、
そ
れ
も
難

し
い
場
合
に
は
ひ
と
目
に
つ
か
な
い
場
所
を
（
つ
い

た
て
な
ど
で
）
作
っ
て
あ
げ
る
だ
け
で
も
、
大
丈

夫
で
す
」

　

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
対
応
は
第
一
歩
に
過
ぎ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
だ
け
で
も
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
対
し

て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

　
「
食
品
店
で
し
た
ら
、
販
売
し
て
い
る
も
の
の

成
分
や
材
料
を
再
チ
ェッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

一
部
の
素
材
を
入
れ
替
え
る
だ
け
で
ハ
ラ
ー
ル
対

応
で
き
る
食
品
は
、案
外
多
い
の
で
す
。
そ
れ
に
、

再
チ
ェッ
ク
の
過
程
で
、
自
社
商
品
の
再
確
認
に

も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」

　

イ
ス
ラ
ム
教
の
礼
拝
堂
を
「
モ
ス
ク
」
と
言
い

ま
す
。
栃
木
県
内
に
は
モ
ス
ク
が
４
カ
所
あ
り
ま

す
が
、
友
松
名
誉
教
授
は
「
モ
ス
ク
は
イ
ス
ラ
ム

教
徒
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
の
場
に
も
な
っ
て

い
て
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
モ
ス
ク
が
で
き
る

こ
と
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ
て
過
ご
し
や
す
い

地
域
で
あ
る
印
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
宇
都

宮
市
に
は
ま
だ
モ
ス
ク
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来

建
設
さ
れ
れ
ば
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
と
って
も
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ハ
ラ
ー
ル
研
究
会
の
活
動

　

友
松
名
誉
教
授
が
会
長
を
務
め
る
ハ
ラ
ー
ル
研

究
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
た
め
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
は
じ
め
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
地

域
を
つ
な
ぐ
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
昨
年
度
は
、
宇
都
宮
大
学
に
お
け
る
取
り

組
み
と
し
て
、
ハ
ラ
ー
ル
研
究
会 

学
生
の
会
（
前

出
）
の
学
生
た
ち
が
「
大
学
・
地
域
連
携
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
支
援
事
業
」（
栃
木
県
）
の
募
集
に
手
を

挙
げ
て
「
多
文
化
対
応
型
宇
都
宮
市
観
光
案
内

シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
お
店
に
、
微
細
な
電
波
を
発
信

す
る
ビ
ー
コ
ン
端
末
を
置
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
人
が
近
く

に
来
る
と
、
自
動
的
に
そ
の
お
店
の
イ
ス
ラ
ム
教

徒
や
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
向
け
の
食
べ
物
情
報
が
出
て

く
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
現
在
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
を
制
作
中
で
、
な
ん
と
か
今
年
度
中
に
は
試

験
運
用
ま
で
達
成
し
た
い
と
考
え
、
皆
で
力
を

合
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

　
ハ
ラ
ー
ル
対
応
な
ど
、
多
文
化
対
応
を
進
め
る

こ
と
が
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
、
友
松
名

誉
教
授
は
力
を
こ
め
ま
す
。

　
「
ひ
と
つ
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
よ
る
経
済

効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
店
で
扱
う

料
理
や
商
品
を
も
う
一
度
見
直
す
こ
と
で
、
意

外
な
魅
力
を
発
見
し
た
り
、
新
し
い
分
野
へ
対

応
で
き
た
り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
地
域
ぐ
る
み
で
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
人

の
交
流
を
生
み
、
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
に
も
つ

な
が
って
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

最
後
に
、
多
文
化
対
応
と
は
少
し
離
れ
ま
す
が
、
栃
木
県
の
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
学
生
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
支
援
す
る
こ
の
事
業
は
、
観
光
活
性
化
や
多
文
化
対
応
と
も
接
点
が
あ
り
ま
す
。

栃
木
県
が
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
学
生
を
支
援

「
大
学・地
域
連
携

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
」

栃木県の「大学・地域連携プロジェクト支援事業」
についてのウェブページ
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